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実験方法 ; 第1篇において, 抗家兎属桃家鶏血清を作成し, 131Ⅰでこれを標識し, 131Ⅰ標識抗血清の家




について観察し, 第3篇においては, 同種扇桃滑液による能働免疫を行なった｡ 得たる成績の概要以下の
如し｡









6) 成熟家兎群では adrenalin 附加群に血管アレルギー組織変化が強く出現したo 但し問質の病変は
幼君動物より強いが, 糸壇体病変は幼若動物ほど著明でなかった｡
7) adjuvant附加扇桃エムルジョン筋注による正アレルギー感作群では, 腎機能, 並びに組織像とも
にネフローゼ様病変を示した｡
扇桃性病巣感染における二次病巣発生に関する作用因子は, 大約して四つの型に分類される｡ 第 1型式
は, 菌体成分の関与であり, 第2 型式の因子は, 扇桃の炎症性組織分劃, すなわち変性組織蛋白の抗原性
であり, 欝3 型式の因子は, 第 2 型式の機転によって, 生体内に生じた自己扇桃抗体の存在下に, また共
通の血管結合織に対する自己抗体の存在下において, 窟桃に関する臓器親和性および, 各臓器特有の血管




より効果的な抗原を得られるなら, 更に定型的な糸壇体腎炎の発生が見られるであろう｡ また, これら実
験的研究の積み重ねにより, 初めて病巣感染成立機転の全貌が明らかにされるであろうと思われる0
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨







ギー感作群では腎機能ならびに組織像ともにネフロ- ゼ様病変を示した｡ この成績からして, 扇桃の炎症
性組織分画すなわち変性組織蛋白の抗原性により生体内に生じた自己扇桃抗体の存在下に, また共通の血
管結合織に対する自己抗体の存在下において発来し得る逆アレルギ- 性組織反応から病巣感染成立機転の
一端が解明された0
本論文は学術上有益であって医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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